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柱状図
位向盆地地質図

Orn 

1 沖積層

2 玄武岩類(鮮新世~更新世)
3 流紋岩類(新第三紀〉
4 1深岩，砂岩，泥岩互層〈新第三紀〉
5 安山岩類〈新第三紀〕
6 花街岩類(中生代〉
流紋岩類 (中生代〉

盛岡盆地地質図および地質柱状図
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図 2-6-34

11.相楽丘陵
そうら〈

相楽丘陵は京都府相楽郡木津町および加茂町に属し， そ

の主部は東西 3km，南北 2km である。

丘陵は標高 100m前後で，丘陵を刻む水系i土木

山城盆地と奈良盆地の接合点に当る。

それら の沖言Il川支流の赤岡川および井関川であり，

積面の標高は 30~50 m である。

山地は主と して花商岩と片麻岩で，一部に古生層

のホノレンへノレスがある。丘陵の構成地質を表 2-6-

j習

)(!j 

11および図 2ーか35に示す。

先大阪層群はソノハ礁周と呼ばれ(3)，厚さ約 50

下梅谷 J深層

石英斑岩ホノレ ンヘノレス，mで，主に中陳チャ ー ト，
上梅 谷砂層

相楽丘陵の地質層序
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表2-6-11

地 質時代

|生新"'" y口

世新更

の礁からなる。いわゆる山砂利層と呼ばれている も
ハ 磯庖

世新鰐

下梅谷牒層，市坂砂泥互層と l呼ばれてい

のに当り，鮮新世のものとされている(図 2-6-35)。

それらは上梅谷砂層，大阪層群は厚さ約 250m で，

る。
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1. 沖積層 2. 段丘堆1漬物および大阪層群 3. ソノハl深層、西小磯府 4. 花商岩
および古生層 5重力探査による基盤等高線(EL，m) 6 深井戸 7. 浅井戸水

質調査地点 8. 地表水水質調査地点

図 2-6-35 相楽丘陵基盤等深線図 (重力探査によ る)(清水 ・川崎(3によ る)
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図 2-6-36 相楽丘陵地下構造断面図 (清水 ・川崎(3)による〕
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W2の深度 48-50m， 71.5-73 m の大阪層群の花粉分析の結果と火山灰層序の検討より，

楽丘陵の大阪層群は大阪層群下部であると考えられる (図2-6-37)。

段丘堆積物には，高位段丘と中位段丘のものが識別される。
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図2-6-38 相楽丘陵水質組成図

ふ百

相楽丘陵の地下水について，いままでほとんど明らかにされ

ていない。1l0-120mの深井戸の揚水量は 700-1，000m
3
/d 

図2-6-37 W2柱状図 であ るが，大阪層群が薄 く， ソノハ磯層の 厚 いところでは，

揚水量は 26m3/dと小さ い。 ソノハ喋層は比較的よく跨結されているため難透水層と考えられ

る。

水質分析の結果 (図 2-6-38)をみる と， さく井 W3，W6， W7は，地表水 301に比ペアノレカリ

度と Naの濃度が高い。浅井戸 101では S04'

て高い濃度を示 している。

N03 が， また浅井戸 102では NaClがきわめ
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12. 丹波高原

京都府船井郡一帯の，いわゆる丹波高原と呼ばれる地域には，樹枝状の谷底平野が広がり ，イli:


